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木型主体トンネ曜 実射謗覇劉tより′れ出几力のオ伺継が鉱直方向に強い,″)質比ムヒ落杜地ムt従たした

お0縦地ユitつ、、て,切11の進行にイ半うトンオル同辺姥ムのたヵたイろ|〔関する力軟実験tたつた。
葵舅じ趙鷲ほ口1に示すような徊裂函(内去寸玖40X40X40cm)とれЙゥ職およびゑ商燃置がうなヮていぅ。
実験慮′鋼製畠|(供馘体七危填し,土腋りiにたした朧 オ向の商負七
ヵ口ぇ,このヵ]圧状態のもとピ円らし(直後/θ̀熱′長、さ′夕c体)i燿ツ1し,あ
らがじめ埋込んだ土圧ケl(より切11の進行に伴うた力のた化とメ(にし,ま
た,湛肖1“、6後の拡笏 tトンオ1繭 え向おょび揃 え旬に切断して■
`し曰この線減効む発t親ました。なあ,撃修畑いAl,ハ2,A3は ″残御脇ム
tにた した同じ配合の毛〕レタル(ハ地ム)で―,株諮 3はお継地ムと把え

した石こうと螺 上の涅勧  (3地ム)であう。 図 1  実 験 装 置

2.彦式曜M嗜スと考来
図21よ初諸|にようた力のた化の実メ1線 であつ。A地 ムにあげる硼 色色糞えた3杯 の実験ほ′た力彙イιり

傾向けほぼ同じで
｀
ぁつた。3ん ムltおけるたカガιはA姥 l山卜光紋して級瞑であり′がフ希まtrJl働きた示した

o画 3ぼ切調の解 によう′狩,のた力の知ιtン働たしたものである。口4ぼ脇静賂 1後夕地餓卜の泌ル靭競
のア嗅で
｀
あつ。

熟 栞より次のような率がさえう。
(1)派吉1卜伴う曰迦り名ムのた力為協レ分は′A銘ムは切イ1輛え(例41ドtすう節)はぼノ.0,(トレネル幅)
村迫で鉛直方句たヵの増カロとなって現ょ′B比ムは切111だ約た′ク付逸渤直風がネ千たヵのガカリが`現われぅ
。来H〔,3地ムにおけろ切須都のた力増力中1合が大きく,a直力旬でノ、3格′永平オ匂ぜ′、ノ僣とr」ぅて、、ぅ.
これは切a窃lガにおヽ)てすでに漉ムの線承が
稚生し,切11面ィ男1ド浜彰ち生ずうためと考ん

うよう。

(2)スシ輛"のた力颯ケは,4,3地 ムス
に切11輛えほぼ′、ζ夕より始まり′切41通通

教И泌ムぜ感余,′、3'(夕%際え旬たヵ)ノ
′、夕'(半ねえoたヵ)′′地ムではス′タ

:i[lil鯰チi::il[][:::
参。

(う)クロ1勢のた力親ケほ′切al輛ォな,′.タ

タより凛台まる。
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図 2 掘 削 に よ る 応 力 変 化 ( A 2 )
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図 3 - 1切 羽の接近 に よる応 力変化 (天端部)

の 初4和乱遥M炎の二次たガカqとで`̀′羽醐熙方向た

力がり僣力りし′狽ウ蟹者,のたカミ祇 となつてヽ うヽ。
(3)3地ムの4受燿掛のた力友化ぼノ千キたで,たん

Й湧論が判覇飴うにイ『あれていうことt示してヽ うヽ。
(ι)滋者l撤の地ム滅″鰍スは,A地ムは椴1鷲椰に

おヽ,て曰触棧0,フサビイタの■ん断クラツフが政をであ

り′B姥ム̀理蟄に流強畑わな%らのη夏狽|べあ籍レよし

が政者であう:嫁幾領ぶ●3銘ムが人さ、)。

(7)卜'ネル内左べの支影`′切a4がぅゑヵ角′′ 図 3 - 3切 羽 の 接 近 に よる応 力変 化 (切 羽 部 )

′。二ral慮′塵難リケな、ヽ。
これば伽烈鳴えら厄ムがこ

のrOlの地ムっ務ニカ旬たカ

t肴オユして久ヤ争してヽヽ,た

めしにた。ふう。

3、あとがさ

タロの稼 によ唄頑
比ムとお1■勉ムとにおけち
卜〉ネ〕レ珈賭1によう比ム内
のた力魯陥分に関うち綴旬ヵ滋淮できた。夕後,烙ム物はi史にたえた数滝のツベ幽俸ltよ

ム地多1によう司立り色ムの搭場わ看トレヾ滅膀印晃象につくメえ期し′制を計
・洸工ltイ民主てたヽヽ:

図 3 - 2切 羽 の 接 近 に よる応 力変 化 (狽1壁 部 )
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図 4掘 削後の地 山破壊状況
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